
現行の「東京都スポーツ推進計画」及び「東京都障害者スポーツ振興計画」に基づく主な取組と成果

○ 参加体験型スポーツイベント「スポーツ博覧会・東京」や「ＴＯＫＹＯウオーク」、「ニュースポーツＥＸＰＯin多摩」等を年間を通じて多数開催。障害の有無や年齢・性別に関わ 

 りなく、多くの都民が参加 

１．世界トップレベルのスポーツ実施率70％に向けた施策（主な取組） 

 スポーツを実施する機会の提供 

『スポーツ博覧会・東京』 

 ・スポーツ経験の有無や年齢・性別・障害の有無、住んでいる 

  地域に関わりなく、誰もが気軽にスポーツを体験し、体を動 

  かすきっかけとするための参加体験型スポーツイベント 

● 開催概要（平成27年度）  

 ・開催日：平成27年10月10日(土)11日(日) 

 ・場所：駒沢ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ公園総合運動場、 

     多摩中央公園・パルテノン大通り 

 ・参加者数： 203,000人 

 

『ＴＯＫＹＯウオーク』  

 ・東京の魅力あるエリアを体験しながら歩く機会を設け、都民の健 

  康づくりとスポーツへの興味、関心を喚起するウオーキング大会 

● 開催概要（平成27年度）＜延参加者数＞ 全6回 20,406人 

 ・第１回 平成27年 6月13日 日比谷・中央エリア 

 ・第２回 平成27年 7月11日 国分寺・府中エリア 

 ・第３回 平成27年 9月 5日 日野・八王子エリア 

 ・第４回 平成27年10月17日 多摩川エリア  

 ・第５回 平成27年11月14日 新宿・中野エリア 

 ・特別編 平成27年12月 5日 三宅島 

その他（主なスポーツイベント） 

『東京マラソン』 

 【平成27年度開催実績】 

  ・開催日：平成28年2月26日 

  ・申込者数：309,824人 

  ・出走者数： 36,648人 

『ニュースポーツＥＸＰＯin多摩』 

 【平成27年度実績】 

  ・開催日：平成28年3月12日 

  ・参加者数： 34,000人 

○ 公立の学校施設や公園施設を「身近でスポーツを実施する場」として活用するととも 

 に、区市町村が実施するスポーツ施設整備を支援 

 スポーツを実施する場の確保 

○ 働き盛り世代のスポーツ習慣の定着化に向けて、都内経済団体等と連携したスポーツ 

 活動等の推進や、アスリート派遣等を通じた地域のスポーツ活動を推進 

 多様な主体との連携によるスポーツの推進 

『スポーツ施設整備費補助』 

 ・都内の各区市町村が保有するスポーツ施設における競技スペースを拡大する工事や、 

  誰もが利用しやすい環境を整備するバリアフリー工事等に対して支援 

 【平成27年度実績】 26件、556,000,000円 

『東京都スポーツ推進企業認定制度』 

 ・企業のスポーツに対する社内外への積極的な取組を認定 

  するとともに、事例集を作成するなど優良企業の取組を 

  発信することで、働き盛り世代のスポーツ活動を推進 

 【平成27年度実績】 102社（うちモデル企業 13社） 

 ○ スポーツ推進計画及び障害者スポーツ振興計画を踏まえ、スポーツ審議会で意見を賜りながら、多様なスポーツ振興施策を展開 

 ○ 計画策定時と比べ、都におけるスポーツの状況は大きく進展 

     ⇒ 両計画で掲げた事業・取組125事項のうち118事項を実施中または実施済（実施率94.4％） 

２．世界トップレベルのアスリートの発掘・育成・強化（主な取組） 

 選手・アスリート等への支援 

『トップアスリート発掘・育成事業』 

 ・才能あるジュニア選手を発掘し、中学校期からでもト 

  ップアスリートを目指すことが可能な７種目の中から 

  適性の高い競技の選手として育成 

 【平成27年度修了者数】 25名（6期生） 

『東京アスリート認定制度』 

 ・東京2020大会等に出場が期待される東京ゆかりの選手 

  を「東京アスリート」として認定し、遠征費等を支援 

  するとともに、その選手の活躍をＨＰ等で発信 

 【平成28年度認定者数】 301名 

『グローバル指導者育成事業』 

 ・トップアスリートの育成実績のある国際的な指導者を 

  都競技団体が実施する強化練習会等に招へいして、指 

  導者を育成 

 【平成28年度実施予定】 5団体 
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